
東京都議会選挙が7月2日に迫っています。

今回の選挙は小池百合子都知事の都政が始まっ

てから初めての選挙であり、小池氏が都知事

選から展開した『劇場』に多くの市民の注目

が集まることが予測されます。

そこで、過去の都議選の投票率に注目し、

多摩地域の市民は、どのような目を都議選に

向けているのかを見てみます。

上下する投票率から見える不安

まず『都計』からと全体の傾向を見てみま

す。1997年は40.80％と戦後最低の投票率で

あり、これを皮切りにしたようにそれまで50

％を切らなかった都議選の投票率に40％代が

あらわれるようになります。

13年では43.50％と、投票率が97年と比べ、

2.7ポイント増加しているものの、直前の09

年は54.49％であり、決して高い投票率でな

い事が分かります。このように、安定せず上

下する投票率は、そのまま市民の不安が反映

してるようであり、97年のような低投票率へ

と下降する動きからは、都政への失望が見え

てくるのではないでしょうか。

特に顕著なのが調布市です。97年の投票率

は33.00％と最下位に近い投票率の低さです

が、09年には 58.90％で25.90ポイントと大

幅増加、しかし、13年には39.38％で20.52ポ

イント下降し、09年には都の平均を大きく上

回っていた投票率がまた下位に戻っています。

同じ北多摩第3選挙区の狛江も変動があり

ますが、調布市ほどではありません。

投票率55％を超える自治体が13と多数を数

えた09年の選挙では、2016年のオリンピック

招致や、築地市場の移転問題など、現在の都

政でも大きな関心を集める問題が争点に加わっ

ていました。また、国政では民主党への政権

交代への期待が高まった時期でもありました。

マスメディアの報道もあり、市民の関心が大

きく膨らむ事は、都政に対していい刺激にな

るとポジティブに捉えることもできますが、

その関心と期待が裏切られた時の反動が、13

年の投票率の大幅低下につながっているので

はないでしょうか。

都議選全体の投票率の上下は、国政への関

心に左右される傾向が強く、議会や政党が都

独自の政策論を展開できないことも、あらわ

れています。

今度の都議選を一時の熱狂に終わらせずに、

市民がコンスタントに政治に関わるためには、

市民一人一人が主権者として地に足のついた、

日々の中での政治参画が必要ではないかと考

えます。

（緑の風 編集委員）
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7月2日、都民の選択はいかに
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東京都選挙管理委員会・投票結果の資料より

作成。指数は各選挙区での1997年の投票率を

１００として、増減の比率をしめした。選挙

区にはいくつかの変化があり、八王子市の定

数は４から５へ、北多摩第四区は田無市と安

谷市の合併により西東京市に、それに伴い北

多摩第５区が第４区へとそれぞれ変化した。
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